
道
路
・
街
路

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

新
規

新
規

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

新
規

新
規

継
続

継
続

継
続

継
続

継
続

新
規

新
規 港

　
　
　
湾

河
川
・
砂
防

住
　
　
　
宅

土
木
部
の
取
組

令
和
３
年
度
事
業
実
施
箇
所

令
和
３
年
度
予
算
の
使
い
み
ち

　
土
木
部
の
令
和
３
年
度
の
予
算
は
１
０
１
７
億
円
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
快
適
で
安
全
な
暮

ら
し
を
下
支
え
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

主
な
事
業
箇
所

Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線
連
続
立
体
交
差
（
長
崎
市
）

西
九
州
自
動
車
道（
松
浦
佐
々
道
路
）（
佐
世
保
市
・
松
浦
市
・
佐
々
町
）

島
原
道
路
（
島
原
市
・
雲
仙
市
・
諫
早
市
）

西
彼
杵
道
路
（
時
津
町
）

主
要
地
方
道
平
戸
生
月
線
（
生
月
大
橋
）（
平
戸
市
）

主
要
地
方
道
長
崎
南
環
状
線
（
新
戸
町
〜
江
川
町
工
区)

（
長
崎
市
）

主
要
地
方
道
厳
原
豆
酘
美
津
島
線
（
尾
浦
〜
安
神
工
区
）（
対
馬
市
）

一
般
県
道
佐
世
保
世
知
原
線
（
板
山
工
区
）（
佐
世
保
市
）

都
市
計
画
道
路
池
田
沖
田
線
（
竹
松
工
区
）（
大
村
市
）

主
要
地
方
道
福
江
富
江
線
（
吉
田
工
区
）（
五
島
市
）

一
般
国
道
２
０
７
号
（
佐
瀬
拡
幅
Ⅱ
）（
諫
早
市
）

新
し
い
取
り
組
み

長
崎
県
版
イ
ン
フ
ラ
D
X
推
進
事
業

【
三
次
元
デ
ー
タ
活
用
推
進
】

　
工
事
説
明
会
等
に
お
け
る
事
業
の
理
解
促

進
を
図
る
た
め
、
立
体
的
な
図
面
（
三
次
元
）

の
活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

長
崎
港
（
長
崎
市
）

厳
原
港
（
対
馬
市
）

多
比
良
港
（
雲
仙
市
）

郷
ノ
浦
港
（
壱
岐
市
）

香
焼
西
海
岸
（
長
崎
市
）

江
ノ
浦
川
（
諫
早
市
）

早
岐
川
（
佐
世
保
市
）

白
井
岳
地
区
地
す
べ
り
（
松
浦
市
）

田
中
（
２
）
地
区
急
傾
斜
（
長
崎
市
）

紅
葉
谷
川
（
ロ
）
砂
防
（
長
崎
市
）

新
港
川
（
イ
）
砂
防
（
新
上
五
島
町
）

長
坂
（
９
）
地
区
急
傾
斜
（
佐
世
保
市
）

深
堀
団
地
（
長
崎
市
）

花
高
団
地
（
佐
世
保
市
）

令
和
３
年
度
の
事
業
実
施
箇
所
を
紹
介
し
ま
す
。

土木管理費
21 億円

企画費
（新幹線関係）
164 億円

道路橋りょう費
362 億円

河川海岸費
231 億円

都市計画費
53 億円

港湾空港費 
103 億円

住宅費
35 億円

公共土木施設災害復旧費
51 億円

事業別予算
1,017 億円

　道路改良工事により、現道（国道206号）の渋滞緩和が図られ、地域の
利便性が向上することで地域の産業・観光振興が期待されます。

　西九州自動車道の
整備により、九州西
北部の地域間の連携
強化や交流促進が図
られ、産業振興や地
域活性化に大きく寄
与することが期待さ
れます。

　砂防ダムを整備することで、人家、道路、病院
等を土石流による被害から守ります。

　県民の安全・安心な暮らしと命を守る県土づくり
を進めるため、河川改修工事を行い、洪水による
被害を防ぎます。

特集

01
一般県道奥ノ平時津線（時津工区） 時津町

西九州自動車道（松浦佐々道路） 佐々町松浦市佐世保市

紅葉谷川 (ロ )砂防 長崎市江ノ浦川 諫早市

高架橋の基礎構造（不可視部分） 誰もが簡単に図面を理解

中島川周辺三次元図

「モノ」の
DX

三次元
データ
サンプル

三次元
データ
視覚化

※四捨五入を行っているため、合計が合いません。


